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広帯域な周波数もつれ光子対に適切な分散制御を行うことで、 時間相関幅を光の１振動周期に

まで極短化できることが理論的に示されており、高効率な二光子吸収や和周波発生への応用が期

待されている[1]。現在、プリズムペアを用いた分散制御により 23.5 fs の時間相関幅が確認されて

いるが[2]、我々はさらなる短縮を目指している。 

我々はこれまでに、10 %チャープ擬似位相整合素子を用いて、帯域幅 800 nm の広帯域な光子対

の生成に成功している[3]。これはゼロ分散で時間相関幅 4.4 fs を可能とする帯域幅である。また、

広帯域な光子対の前段階として、帯域幅 66 nm の光子対に対しプリズムペアを用いて分散制御を

行い、時間相関幅 63 fs を実現した[4]。しかし、プリズムペアのみを用いた方法では、広帯域な光

子対が受ける高次の分散まで制御することはできない。そこで今回、プリズムペアに加えて空間

光変調器（SLM）を用いて分散制御を行ったのでこれを報告する。 

構築した実験系を Fig.1 に示す。まず、波長 532nm の CW レーザー光を擬似位相整合素子

（PPMgSLT）に入射し、帯域幅 66 nm の周波数もつれ光子対を生成した。次に、プリズムペアと

SLM によって構成される分散制御系に光子対を入力した。そして，第２の擬似位相整合素子にお

いて光子対により生じる和周波発生光子を、時間遅延を変化させながら単一光子検出器（SPCM）

で計数し、時間相関幅の評価を行った。分散制御系を導入していない場合の時間相関幅 875 fs は、

SLM で一定の位相を付与した場合、主にプリズムペアによる分散補正の効果で 37 fs となった。

さらに SLM を操作することで、段階的に時間相関幅を変化させることに成功した。 
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